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５月２３日にさわやかな青空のもと、本郷東小学校連合大運動会を開催しました。 

 運動会当日までは、一人一人の挑戦はもちろんのこと、学年の枠を超えた合同練習に

より、下の学年は、身近な目標となる上の学年の姿を追いかけ、上の学年は、常に行動

面・準備面・技術面でもリードしていきたい緊張感があり、お互いに力を伸ばした期間

でした。大会の成功のために６年生をリーダーとして取り組んだ係会。応援・看板・放

送・用具のそれぞれの係で責任を持ち取り組みました。昨年度の実績から継承できると

ころと今年度から新たに取り組みたいことについて各係で話し合い、自分達らしさを出

した取り組みを進めていきました。係だけではなく、団体競技の作戦や各組の動きなど

も R8年度の７６人の知恵を出し合い進めていきました。下学年が、上学年競技中に 3

年生をリーダーに応援を繰り広げた場面は、まさに一歩背伸びして挑戦した応援でした。 

運動会開催中にも、来賓の方々から「時間前に集合でき、しかも整列が早い。すばら

しいですね。」とお褒めの言葉をいただきました。全校生でこれまで積み重ねてきた姿を

皆様に見ていただけたと思います。赤白譲らない「力と力の競い合い」から生まれた喜

びと悔しさ。仲間を励ます思いやりの言葉。本郷東小の子ども達のキラキラ輝く姿。 

一人一人が本気を出し切ったからこそ、感動が生まれた運動会でした。この運動会で 

知った自分の力、友達のいいところ、そして本郷東小の団結力をこれからの学校生活に

生かして、さらに前進していきたいと思います。 

 

そして来年の連合大運動会は、最後の開催となります。同窓会・PTA・地域の皆様に

たくさん参加していただける競技や催しを考えていきたいと思っております。いい競技

等がありましたら、アイデアを学校へお寄せいただきたいと思います。 

最後に、連合大運動会の開催にあたり、同窓会・PTA 役員の皆様・保護者の皆様 

・地域の皆様より、たくさんのご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。 

迫力のある 

連合大運動会 
 

「赤白全力でぶつかり合い、仲間と協力し、楽しい運動会にしよう」 
 

【校長 田代近子】 



                             

５月１７日（日）PTA早朝作業への  

たくさんのご協力本当にありがとうございました 

普段、教職員や子ども達の清掃では、なかなか手が回らない箇所を、きれいに清掃して

いただいたり、運動会に向けてテントの準備をしていただいたりしました。 

皆様、日曜日の早朝より、ご協力本当にありがとうございました。 

 

 

 
５/１３（水）に，今年度１回目の学校運営協議会を行いました。委員の皆様からは，５時間目

の学習を見ていただきました。また，令和８年度の学校経営方針の確認を行い，地域学校協働活動

や学校の閉校・統合に向けてのご意見を頂戴しました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

  

 

 

６月の主な予定 

１０日（水）あいさつの日（PTA学年部） 

冒険学校（５年）～11日 

いじめアンケート ～17日 

１５日（月）プール開き 児童引き渡し訓練 

       よしながこうたくさんによる読み聞かせイベント 

１６日（火）キラリの会 クラブ活動 

       ハッチョウトンボ保護活動（５年） 

１７日（水）校外学習（４年） 

１９日（金）なかよし集会 

２４日（水）SOSの出し方受け止め方研修会（６年） 

２６日（金）川の楽校（３・４年） 

２８日（日）１学年親子行事（舟唄ウォーキング） 

 

◆５年生 米の学習「田植え」◆ 
５月２７日（水）に，５年生が，小見地区の

水田をお借りし，左沢小の５年生と一緒に田植

えを行いました。田植え機にも乗せていただ

き，手植えとの違いについて学ぶことができま

した。秋の収穫が楽しみです。 

学校生活の様子 

第１回学校運営協議会より 

【授業通覧の感想】 

・どの学年も非常に落ち着いて学習に取り組んでいる。 

・少人数のよさを生かし，きめ細やかな指導をしている。 など 

【地域学校協働活動や学校の閉校・統合に向けてのご意見】 

・左沢小での取り組みがわからないが，もし統合しても，本郷東小学区でできる学習活動があれば

続けてほしい。 

・「水郷の町」としての歴史があるので，「川の楽校」や，冒険学校の「リバートレッキング」などの活動

を小学生のうちに体験してもらいたい。 

・「川の楽校」や「冒険学校」で七軒地区に子どもの声が響き渡るのを，地区の方々は楽しみにしてい

る。閉校した地区の活動をすべてなくすことは活気衰退につながるので，残せるといい。 など 


